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第
19
回

と
く
し
ま
随
筆
大
賞

第
19
回

と
く
し
ま
随
筆
大
賞

渡
辺
惠
子
さ
ん

「
最
後
の
葉
っ
ぱ
」

準
大
賞

田
中
康
子
さ
ん

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
主
催
の
と
く
し

ま
随
筆
大
賞
は
、
応
募
の
あ
っ
た
46

編
を
、
7
月
下
旬
に
一
次
選
考
委
員

六
名
（
田
上
倉
平
、
鈴
木
綾
子
、
西

池
冬
扇
、
上
窪
則
子
、
竹
内
紘
子
、

山
口
久
雄
）
に
よ
る
審
査
の
結
果
、

10
編
を
本
審
査
に
推
薦
し
た
。
本
審

査
は
8
月
初
旬
に
依
岡
隆
児
（
徳
島

大
学
教
授
）
柏
木
康
浩
（
徳
島
新
聞

生
活
文
化
部
部
次
長
）丁
山
俊
彦（
徳

島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
）竹
内
菊
世（
徳

島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
顧
問
）に
よ
っ
て
審

議
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
大
賞
に
渡
辺

惠
子
さ
ん（
59
）＝

徳
島
市
南
佐
古
六

番
町＝

の
「
最
後
の
葉
っ
ぱ
」
が
選

ば
れ
た
。
同
随
筆
は
、
文
学
少
女
だ

っ
た
作
者
と
学
歴
偏
重
主
義
の
母
と

の
軋
轢
の
中
、
華
道
家
の
祖
母
か
ら

生
け
花
を
通
し
て
心
の
在
り
方
を
教

え
ら
れ
た
も
の
。
準
大
賞
は
、
田
中

康
子
さ
ん（
79
）＝

徳
島
市
国
府
町＝

の
「『
シ
ョ
ウ
ハ
イ
』
の
思
い
出
」、

佳
作
に
は
森
岡
智
文
さ
ん（
37
）＝

阿

南
市
桑
野
町＝

「
庭
の
蚊
帳
」、大
本

泉
さ
ん（
17
）＝

阿
波
市
阿
波
町＝

「
私
の
心
は
、
ス
ポ
ン
ジ
に
」、熊
谷

和
代
さ
ん（
78
）＝

徳
島
市
八
万
町＝

「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
に
決
ま
っ
た
。

ま
た
、
期
待
さ
れ
る
新
人
へ
の
奨
励

賞
に
は
篠
原
碧
祐
さ
ん（
16
）＝

文
理

高
校
二
年
生＝

「
つ
れ
づ
れ
」
が
選

ば
れ
た
。

一
次
審
査
を
通
過
し
な
が
ら
、
惜

し
く
も
入
賞
を
逸
し
た
作
者
（
作

品
）
は
野
村
暎
一
さ
ん
「
銀
の
匙
」、

手
束
雅
夫
さ
ん「『
な
げ
き
つ
つ
』
の

思
い
」、萬
野
行
子
さ
ん
「
羨
ま
し
い

人
」、中
村
あ
ゆ
み
さ
ん
「
ゆ
ら
ぎ
」

で
あ
っ
た
。
表
彰
式
は
9
月
9
日
午

前
10
時
30
分
か
ら
阿
波
観
光
ホ
テ
ル

で
行
わ
れ
、
大
賞
、
準
大
賞
の
朗
読

も
あ
る
。
大
賞
、
準
大
賞
作
品
は
12

月
下
旬
発
行
の
「
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ

選
集
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
36
」に
掲
載
さ
れ
る
。

ご
参
加
を

●田中富雄生誕100年記念展「田中富雄とその時代の作家たち」
10月27日～28日徳島県立文学書道館（詳細2ページ）

●徳島ペンクラブ選集 Part36原稿提出のお願い（詳細2ページ）
●秋の文学旅行は、11月4日に淡路島へ（詳細4ページ）
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第
20
回
県
民
文
化
祭
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
今
年
は
作
家
田
中
富
雄
の
生
誕
1
0
0
年
に

な
る
こ
と
か
ら
そ
の
記
念
展
を
開
催
し
ま
す
。
田

中
富
雄
氏
は
徳
島
県
立
文
学
書
道
館
常
設
展
示
作

家
で
あ
り
、
本
会
会
員
で
し
た
。

展
示
内
容
は
、
田
中
富
雄
・
岡
田
み
ゆ
き
・
中

川
静
子
ら「
徳
島
作
家
」、「
四
国
文
学
」の
同
人
、

そ
の
ほ
か
同
時
代
に
活
躍
し
た
作
家
の
著
作
物
、

雑
誌
、
自
筆
原
稿
、
徳
島
県
文
学
年
譜
な
ど
。

ま
た
、
野
上
彰
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
、
詩
碑
建
立

関
係
資
料
な
ど
も
展
示
し
ま
す
。
ほ
か
に
田
中
富

雄
作
品
の
中
か
ら
「
こ
と
ば
」
や
「
著
書
」
を
展

示
パ
ネ
ル
に
て
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

最
終
日
の
28
日
に
は
座
談
会
「
田
中
富
雄
と
そ

の
時
代
の
作
家
た
ち
〜
懐
か
し
み
、
大
い
に
語
り

合
お
う
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。
出
席
者
は
、
富
永

正
志
氏
（
徳
島
県
立
文
学
書
道
館
館
長
）、橋
本
潤

一
郎
氏（
元「
徳
島
作
家
」同
人
）、松
崎
慧
氏（
同
）、

竹
内
菊
世
（
同
・
本
会
顧
問
）、進
行＝
丁
山
俊
彦

（
本
会
会
長
）。こ
の
日
は
田
中
富
雄
の
「
阿
波

圏
」（
徳
島
新
聞
連
載
）
を
読
む
朗
読
会
も
開
催
す

る
予
定
で
す
。

会
期
中
に
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
田
中
富
雄
の
世
界
」
を

上
映
し
ま
す
。
特
別
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
ペ
ン
ク
ラ

ブ
会
員
の
著
作
物
や
、
会
員
が
主
宰
す
る
（
所
属

す
る
）
文
芸
団
体
の
出
版
物
・
機
関
誌
を
展
示
し

ま
す
。

ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
36

作
品
提
出
の
お
願
い

○
特
集
作
品
及
び
一
般
作
品

＊
特
集
作
品
①
…
…
…
「
田
中
富
雄
と
そ
の
作
家
た
ち
」

県
民
文
化
祭
参
加
事
業
の
田
中
富
雄
生
誕
1
0
0
年
記
念
展

「
田
中
富
雄
と
そ
の
時
代
の
作
家
た
ち
」
に
関
連
し
た
作
品

＊
特
集
作
品
②
…
…
…
「
平
成
と
い
う
時
代
」

平
成
と
い
う
元
号
が
残
り
僅
か
と
な
っ
た
今
、
顧
み
て
思
う
こ
と

な
ど
テ
ー
マ
に
因
ん
だ
作
品

＊
一
般
作
品
…
…
…
…
特
集
以
外
の
作
品
（
従
来
ど
お
り
）

○
作
品
原
稿

見
開
き
2
ペ
ー
ジ
、
2
0
0
0
字
を
基
本
と
し
て
偶
数
ペ
ー
ジ

（
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
等
入
れ
る
場
合
は
そ
の
分
、
文
章
を
短
く
）

ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
が
二
部
門
に
な
っ
た
た
め
作
品
に
ジ
ャ
ン
ル
を
記
入

ま
た
は
、
同
封
の
整
理
票
を
添
付

○
掲
載
負
担
金

見
開
き
2
ペ
ー
ジ
7
0
0
0
円
（
追
加
1
ペ
ー
ジ
2
0
0
0
円
）

後
日
会
計
か
ら
送
付
の
郵
便
振
替
等
で
ご
負
担
く
だ
さ
い

○
原
稿
の
締
切

特
集
作
品
①
②
…
…
…
10
月
31
日

一
般
作
品
…
…
…
…
…
10
月
15
日

○
送
付
先

〒
7
7
1
1
2
7
3

板
野
郡
藍
住
町
勝
瑞
字
正
喜
地
九
三
の
一
〇

上
窪
則
子
宛

電
話
（
携
帯
）
0
8
0
5
6
6
5
5
2
4
7

メ
ー
ル

norikok@
m
xi.netw

ave.or.jp

恒例の企画展は「田中富雄とその時代の作家たち」恒例の企画展は「田中富雄とその時代の作家たち」
■平成30年10月27日㈯、28日㈰ ■徳島県立文学書道館1Ｆギャラリー

県 民 文 化 祭 の 案 内
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リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

アア
カカ
シシ
アア
忌忌
をを
1111
月月
33
日日
にに
開開
催催
（（
ペペ
ンン
クク
ララ
ブブ
協協
賛賛
））

徳
島
市
出
身
の
詩
人
野
上
彰
の
命
日
を
ア
カ
シ
ア
忌
と
し
て
野
上
彰
の

会
が
毎
年
偲
ぶ
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
11
月
3
日
（
土
）
に

つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
詩
碑
の
清
掃

午
後
3
時
か
ら

場
所

新
町
橋
南
詰
公
園

●
コ
ン
サ
ー
ト
（
歌
と
朗
読
）
午
後
4
時
か
ら

場
所

コ
テ
ィ
（
徳
島
駅
前
ポ
ッ
ポ
街
入
口
ビ
ル
7
Ｆ
）
参
加
無
料

メールアドレス
http : //tokushimapen.sakura.ne.jp/index.html

私
事
で
恐
縮
で
す
が
10
年
前
に
関

西
で
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
に
区
切

り
を
つ
け
て
徳
島
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
ま

し
た
。

当
初
一
番
困
っ
た
の
は
高
校
卒
業

か
ら
約
40
年
間
徳
島
を
留
守
に
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
高
校
時
代

の
友
人
も
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
月

を
隔
て
て
す
で
に
疎
遠
に
な

っ
て
お
り
、
知
り
合
い
も
ほ

と
ん
ど
な
く
、
ま
た
私
自
身

が
な
ん
の
特
技
や
取
り
柄
も

な
い
た
め
、
自
分
の
生
き
が

い
に
な
り
そ
う
な
こ
と
と
居

場
所
を
探
し
て
、
右
往
左
往

の
日
々
を
し
ば
ら
く
送
り
ま

し
た
。

そ
の
模
索
の
過
程
で
、
詩

誌
『
逆
光
』
の
同
人
に
一
時
所
属
し

て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
同
人
の

サ
ー
ク
ル
と
し
て
読
書
会
が
あ
り
ま

し
た
。
諸
般
の
事
情
か
ら
『
逆
光
』

を
退
会
し
た
後
、
『
逆
光
』
の
読
書

会
か
ら
分
離
独
立
す
る
形
で
、
徳
島

ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
理
事
を
し
て
お
ら
れ

る
木
村
英
昭
さ
ん
と
相
談
し
て
二
人

で
読
書
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

会
の
設
立
趣
旨
と
し
て
は
、
読
書

会
を
通
じ
て

①
森
羅
万
象
を
対
象

に
し
た
知
的
探
求

②
会
員
相
互
の

交
流
と
懇
親

③
会
員
の
ボ
ケ
封
じ

で
し
た
。
会
の
発
足
か
ら
す
で
に
3

年
余
り
を
経
過
し
て
、
若
干
の
出
入

り
は
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
の
会
員

は
7
名
の
方
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

偶
数
月
の
日
曜
日
の
夕
方
か
ら
2
ケ

月
に
1
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
い

ま
す
が
、
対
象
の
本
を
み
ん
な
で
決

め
て
、
読
書
の
感
想
や
触
発
さ
れ
た

意
見
を
述
べ
合
う
と
い
う
シ
ン
プ
ル

な
会
の
運
営
内
容
で
す
。

場
所
は
徳
島
駅
か
ら
徒
歩

約
5
分
の『
お
り
え
ん
と
』

と
い
う
喫
茶
店
で
す
。
私

の
よ
う
な
不
器
用
な
者
が

運
営
の
お
手
伝
い
を
す

る
、
細
々
と
し
た
亀
の
歩

み
に
似
た
読
書
会
で
す

が
、
メ
ン
バ
ー
の
ご
協
力

の
お
蔭
で
い
ま
だ
に
存
続

し
、
と
り
上
げ
た
本
は
30

冊
を
超
え
ま
し
た
。

読
書
好
き
で
知
的
な
好
奇
心
が
旺

盛
な
方
、
読
書
を
通
じ
て
の
交
流
の

場
と
友
人
を
求
め
て
い
る
方
、
自
分

の
将
来
の
ボ
ケ
が
不
安
で
心
配
な

方
、
以
上
3
点
の
う
ち
一
つ
に
該
当

し
、
こ
の
会
に
興
味
が
あ
る
方
は
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
歓
迎
で
す
の

で
、
渡
部
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

（
携
帯
0
8
0‐

1
4
6
8‐

9
7
3
5
）

渡
部
耕
司

読書会のこと読書会のこと

ホホーームムペペーージジががででききままししたた。。
情情報報ををおお寄寄せせくくだだささいい。。
ホホーームムペペーージジががででききままししたた。。
情情報報ををおお寄寄せせくくだだささいい。。
ホホーームムペペーージジががででききままししたた。。
情情報報ををおお寄寄せせくくだだささいい。。

▲HPのトップページです▲HPのトップページです
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ほ ん の 散 歩 道出版された方は、ご連絡下さい

文

学

旅

行

１１
月

４
日（
日
）

文

学

旅

行

１１
月

４
日（
日
）

淡
路
島

再
発
見

●

●

●

再
発
見

ペ
ン
ク
ラ
ブ
今
年
の
文
学
旅
行
は
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
真
っ
た
だ
中
の
11
月
4

日
（
日
）、本
県
と
は
一
衣
帯
水
の
淡
路
島
を
訪
ね
る
。
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車

道
の
開
通
で
、
と
も
す
れ
ば
素
通
り
し
て
し
ま
い
が
ち
な
淡
路
島
。
し
か
し
、

江
戸
の
末
期
に
は
一
時
期
、
徳
島
藩
に
属
し
て
い
た
こ
と
も
。
さ
ら
に
は
人
形

浄
瑠
璃
な
ど
、
何
か
と
本
県
と
は
な
じ
み
が
深
い
。

今
回
の
主
目
的
地
は
2
カ
所
。
一
つ
は
、
作
家
司
馬
遼
太
郎
の
小
説
「
菜
の

花
の
沖
」
で
主
人
公
と
な
っ
て
い
る
当
地
出
身
の
豪
商
、
高
田
屋
嘉
兵
衛
の
名

を
冠
し
た
公
園
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
五
色
。
瀬
戸
内
の
穏
や
か
な
海
を
見
渡

め
い
び

す
広
々
と
し
た
風
光
明
媚
な
丘
陵
地
。
地
元
出
身
で
作
詞
家
と
し
て
数
え
切
れひろ

な
い
ほ
ど
の
ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
を
世
に
送
り
出
し
た
阿
久
悠
（
本
名
・
深
田
公

ゆ
き之
）
を
顕
彰
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
見
ど
こ
ろ
が
一
杯
。

も
う
一
カ
所
は
、
洲
本
市
中
心
街
近
く
に
あ
る
市
立
淡
路
文
化
史
料
館
。
こ

こ
で
は
、
島
の
人
と
風
土
が
生
み
出
し
た
美
術
工
芸
品
や
文
学
作
品
な
ど
が
見

学
で
き
る
。
淡
路
島
出
身
、
あ
る
い
は
在
住
作
家
・
俳
人
等
の
作
品
の
ほ
か
、

こ
の
島
で
幼
少
期
を
過
ご
し
た
、
南
画
家
の
第
一
人
者
・
洲
本
市
名
誉
市
民
の

じ
き
は
ら
ぎ
ょ
く
せ
い

直
原
玉
青
記
念
館
も
併
設
さ
れ
て
い
て
、
見
逃
せ
な
い
。

徳
島
駅
横
ポ
ッ
ポ
街
西
側
、
四
国
大
学
交
流
プ
ラ
ザ
前
を
11
月
4
日
（
日
）

午
前
8
時
、
大
型
観
光
バ
ス
で
出
発
。
途
中
、
松
茂
と
く
と
く
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

立
ち
寄
り
、
一
路
淡
路
島
へ
。
津
名
一
宮
Ｉ
Ｃ
で
高
速
を
下
り
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス

パ
ー
ク
五
色

高
田
屋
嘉
兵
衛
公
園
を
時
間
を
か
け
て
散
策
・
見
学
。
昼
食

は
、
き
と
ら
津
名
一
宮
店
で
新
鮮
な
海
鮮
料
理
。
午
後
は
淡
路
文
化
史
料
館
。

最
後
に
、
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク「
ほ
ん
ま
も
ん
市
場
」に
立
ち
寄
り
帰
路
に
。

徳
島
駅
西
（
出
発
地
点
）
帰
着
は
午
後
5
時
ご
ろ
の
予
定
。

会
費
は
6
、
0
0
0
円
（
当
日
集
金
）。参
加
申
し
込
み
は
、
同
封
の
は
が
き

に
所
定
の
事
項
を
書
き
込
み
、
10
月
20
日
ま
で
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
先
着

40
人
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
上
倉
平
（
0
8
8
・
6
6
8
・
3
5
6
3
、
携
帯

0
9
0
・
1
3
2
8
・
1
2
5
3
）
ま
で
。

新
入
会
員

（
敬
称
略
）

池
田

靖

〒
7
7
0

8
0
7
8

徳
島
市
八
万
町
橋
本
9－

11

住
友

達
也

〒
7
7
0

0
8
6
5

徳
島
市
福
島
1
丁
目
2－

18

鎌
田

義
人

〒
7
7
0

0
0
4
7

徳
島
市
名
東
町
1－

1
1
8－

6

猛
暑
の
夏
の
終
わ
り
に
、
涼
風
を
呼
び
込
ん
で
く
れ
た
の

が
、
第
1
0
0
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
で
の
、
秋
田

の
金
足
農
の
活
躍
で
し
た
。「
地
方
の
力
」
の
強
さ
に
拍
手

を
送
っ
た
人
も
多
か
っ
た
の
で
は
…
…
。

秋
の
県
民
文
化
祭
の
テ
ー
マ
は
「
田
中
富
雄
と
そ
の
時
代

の
作
家
た
ち
」
で
す
。「
地
方
」
で
の
先
人
た
ち
の
活
躍
と
、

残
さ
れ
た
土
壌
の
上
に
、
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

盛
況
に
な
り
ま
す
よ
う
、各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

記
後

集
編

住
友
達
也
さ
ん
「
と
く
し
丸

の
キ
セ
キ
」
2
0
1
8
年
8
月

に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

「
買
い
物
難
民
」
の
た
め
に

移
動
ス
ー
パ
ー
を
創
業
。
そ
の

記
録
と
思
い
が
描
か
れ
て
い

る
。
西
日
本
出
版
社
・
刊

Ｂ
6
判
、
3
3
5
頁
。

東
根
泰
章
さ
ん
「
豊
中
浪
漫
」

「
高
松
城
」
を
作
詩
。
ク
ラ
ウ
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
よ
り
、
歌
手
・
成

世
昌
平
で
、
舞
踊
振
付
。
カ
ラ
オ

ケ
付
で
Ｃ
Ｄ
化
。Ｄ
Ａ
Ｍ（
ダ
ム
）

カ
ラ
オ
ケ
で
全
国
配
信
中
。現役で文筆活動中!ます

ますの御活躍を祈ります。

100歳‼100歳‼
木村義次さん木村義次さん
祝祝
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